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ま え が き 
 

大企業に比べ資本や設備に乏しい中小企業では、様々な環境変化に適応し経営の維持発展

を図っていく上で、経営者も含めた就業者個々人のスキル・ノウハウのあり様がより大きな

比重を占める。また、わが国就業者の大半が働く中小企業セクターにおいて有効な人材育成・

能力開発が行われることは、より多くの就業者のキャリア形成に大きく寄与することとなろ

う。しかしながら、実際には時間的・資源的制約や、ノウハウの不足などから中小企業にお

ける人材育成・能力開発は不十分なものになりがちであり、中小企業の現状や今後の活動の

方向性に即した政策的支援の必要性が高い。以上のような認識を踏まえて、労働政策研究・

研修機構では、中小企業分野における能力開発や人材育成に対する政策的支援に向けて、調

査研究プロジェクト「中小企業における人材育成・能力開発」を発足させた。 

わが国の大半の就業者は中小企業分野で働いており、そこでの能力開発・人材育成は、業

種、職種、地域などによって多様であることは容易に想像がつく。つまり、中小企業におけ

る人材育成・能力開発というテーマは、調査研究をしつくすことは到底できない広大かつ多

様な領域を含んでいる。したがってこのテーマについての有意義な調査研究を進めるために

は、明らかにしようとする事実・課題や、そうした事実・課題に迫っていくための調査・分

析の枠組について十分に意識し、準備しておく必要があると考えられる。 

そこで、本報告書では、中小企業分野における企業の取組みや働く人々の活動についての

調査研究に入る前の予備的考察として、中小企業分野の能力開発・人材育成についての経験

的理解を深めていくために必要な視角について検討し、その視角に沿う形で、既存の統計資

料や大量観察調査、あるいはパイロット・サーベイ的に実施した聞き取り調査の結果を基に、

現状の分析を行った。その上で、最終部では、これからの調査研究、なかでも企業の取組み

や経営者団体の役割に関する調査研究における調査研究課題や、研究を進めていく上で必要

な視角・留意点について整理した。 

 

本報告書が企業経営者、労働者、組合関係者、政策担当者をはじめ、中小企業分野の人材
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本報告書の概要 

 

１．調査研究プロジェクト「中小企業における能力開発・人材育成」のねらいと本報告書に

おける検討作業の位置づけ 

 

 大企業に比べ資本や設備に乏しい中小企業では、様々な環境変化に適応し経営の維持発展

を図っていく上で、経営者も含めた就業者個々人のスキル・ノウハウのあり様がより大きな

比重を占める。また、わが国就業者の大半が働く中小企業セクターにおいて有効な人材育成・

能力開発が行われることは、より多くの就業者のキャリア形成に大きく寄与することとなろ

う。しかしながら、実際には時間的・資源的制約や、ノウハウの不足などから中小企業にお

ける能力開発・人材育成は不十分なものになりがちであり、中小企業の現状や今後の活動の

方向性に即した政策的支援の必要性が高い。 

 以上のような認識を踏まえて、調査研究プロジェクト「中小企業における能力開発・人材

育成」では、中小企業分野における能力開発や人材育成に向けての政策的支援に資するよう、

実態把握と分析・検討を進めていきたいと考えている。しかしながら、すでにふれたように

わが国の大半の就業者は中小企業分野で働いており、そこでの能力開発・人材育成は、業種、

職種、地域などによって多様であることは容易に想像がつく。つまり、中小企業における能

力開発・人材育成というテーマは、調査研究をしつくすことは到底できない広大かつ多様な

領域を含んでいる。したがってこのテーマについての有意義な調査研究を進めるためには、

明らかにしようとする事実・課題や、そうした事実・課題に迫っていくための調査・分析の

枠組について十分に意識し、準備しておく必要があり、でなければ労多くして意義ある成果

はわずかしか得られないといった事態になることが大いに懸念される。 

そこで、本報告書では、中小企業分野における企業の取組みや働く人々の活動についての

調査研究に入る前の予備的考察として、中小企業分野の能力開発・人材育成についての経験

的理解を深めていくために必要な視角について検討し、その視角に沿う形で、既存の統計資

料や大量観察調査、あるいはパイロット・サーベイ的に実施した聞き取り調査の結果を基に、

現状の分析を行った。具体的には、キャリア形成や企業内の教育訓練といった側面から、中

小企業分野の業種別の特徴をまとめ、また、中小企業分野の人材育成・能力開発での役割が

大きい経営者団体の活動について、団体の性格による異同を見ていった。これらの作業を踏

まえて本報告書の最終部では、これからの調査研究、なかでも企業の取組みや経営者団体の

役割に関する調査研究における調査研究課題や、研究を進めていく上で必要な視角・留意点

について整理した。 

 

 



 －2－

２． 中小企業における能力開発・人材育成に見られる多様性の整理－業種別の特徴－ 

 

中小企業分野での多様な能力開発・キャリア形成のあり様に迫っていくため、これまでの

調査研究では、勤続・転職の状況を踏まえた従業員のキャリア形成に関する類型や、人材育

成・能力開発に関わる企業の取組みについての類型を用いた、業種・職種毎の個性の整理が

行われていた。この既存研究の方法を参考に、本報告書では、厚生労働省『能力開発基本調

査』の結果を用い、中小企業分野の離職率と OJT 以外の教育訓練に対する企業の取組みの動

向から、各業種における能力開発・キャリア形成の状況について整理し、中小企業分野の能

力開発・キャリア形成に見られる特徴的なパターンを浮かび上がらせようとした。 

教育訓練と離職率の状況を組み合わせると、①off-JT 等機会活用・勤続型、②off-JT 等機

会不活用・勤続型、③off-JT 等機会活用・企業横断型、④off-JT 等機会不活用・企業横断型、

という 4 つの能力開発・キャリア形成に関する類型を描くことができる。この４類型に各業

種の正社員の状況を当てはめていくと、図１のように整理される。多様性に配慮しながら、

中小企業分野の能力開発・人材育成について調査研究を進めるとき、まずはこの 4 類型を手

がかりして、異なる類型に該当する業種を対象として選んでいくことが考えられる。 

 

図１ 中小企業分野における能力開発・キャリア形成（正社員）のパターン 

 
off-JT等教育機会の活用

積極的

離職率
低 高

消極的

小売業
飲食業

卸売業 生活関連サービス業

建設業
電気・ガス・水道・熱供給業

情報通信業
事業関連サービス業

不動産業
医療福祉業

教育学習支援業

消費関連製造業
素材関連製造業
機械関連製造業

運輸業
金融保険業
宿泊業

off-JT等機会活用・勤続型 off-JT等機会活用・企業横断型

off-JT等機会不活用・勤続型 off-JT等機会不活用・企業横断型

 

注：「off-JT 等教育機会」とは、「企業における off-JT」と「自己啓発」のことをさす。 
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３． 中小企業の能力開発・人材育成における経営者団体の役割 

 

厚生労働省の『能力開発基本調査』によると、中小企業が OJT 以外の教育訓練を進めてい

く際、自社内での実施よりも他の機関などで行われている教育研修機会に依存する度合いが、

大企業に比べて高い。そして、外部の教育訓練、研修の機会を活用する場合、民間法人、公

益法人が実施するものに加えて、経営者団体、職業訓練法人等の実施する訓練・研修も活用

しているというのが、中小企業の特徴であること、従業員の能力開発において経営者団体へ

の依存度がかなり高い業種があることがこれまでの既存研究から明らかとなっている。これ

らの知見を踏まえると、他の主体の行う訓練・研修への目配りはもちろん必要であるが、中

小企業の off-JT の実態に迫る上では経営者団体の機能や役割に着目する意義は小さくない。  

労働政策研究・研修機構が 2004～2005 年にかけて実施した『教育訓練プロバイダーの組

織と機能に関する調査』の二次分析によると、経営者団体は、実施している講習会・セミナ

ーに占める階層別研修の割合が最も高く、専門別研修の割合は公益法人に次いでいる。専門

別研修の中でも、「営業・販売研修」や「経理・財務に係わる研修」の割合が、他のプロバイ

ダーに比べて高い。また、講習会やセミナーの受講費用のうち受講する個人が負担する割合

について、経営者団体では、個人負担なしというところが７割を超えている。この数字は他

のプロバイダーに比べると群をぬいて高く、受講者に負担のかからない教育・研修機会を数

多く設けていることが経営者団体の特徴であるといえる。 

今後重視するコースとして、他のプロバイダーよりも経営者団体において回答率が高かっ

たのは、「OA・コンピュータ研修」、「マネジメント研修」、「専門知識を修得する研修」であ

る。しかし、「OA・コンピュータ研修」、「マネジメント研修」は、業種単位で組織されてい

る協同組合・商工組合と、地域単位で組織されている商工会議所・商工会の間で回答率に大

きな差があり、いずれも後者での回答率が高い。 

二次分析と並行して実施した経営者団体に対する聞き取り調査では、大量調査とは別の角

度から、経営者団体の果たしうる役割を把えることができた。教育訓練・能力開発に対する

経営者団体の取組みは、①技術や知識に関する基準などにそって加盟企業で働く従業員の教

育訓練・能力開発を進めている、「業界内資格・基準準拠型」、②仕事に関わる能力や知識の

要件を設けて、これにそって加盟企業の教育訓練・能力開発の支援を図ろうとしている「業

界特殊的ニーズ対応（模索）型」、③日々の仕事をしていくなかで必要な免許などの資格に対

応する形で off-JT の機会を団体として設けている「必置資格対応型」、④加盟企業のニーズ

を踏まえつつ、主に団体外部の資源を活用して、加盟企業の従業員に対し教育訓練機会を提

供する「教育訓練機会提供型」、⑤近隣地域で実施されている教育訓練・能力開発機会に関す

る情報の提供をもっぱらとする「情報提供型」の 5 つに整理できるものと見られる。 
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４． 今後の調査研究に向けて 

 

（1） 企業における能力開発・人材育成の取組みに関する調査研究に向けて 

本報告書では、各業種の中小企業分野における能力開発・人材育成の特徴をまとめた。し

かし、各業種が該当する人材育成・能力開発のそれぞれのパターンにおいて、どのような形

で人材育成・能力開発が展開され、その中でいかなる課題が生じているのかといったことに

ついて詳細を把握するためには、まずは能力開発・人材育成の主要な場である企業における

取組みについての調査研究が不可欠であろう。 

人材育成・能力開発に関わる中小企業の取り組みについて調査研究を進めていく上では、

いくつか念頭に置いておかなければならない点がある。第一は企業の経営方針、経営戦略と

いうべきものと人材育成・能力開発との関連である。とりわけ、良好と評価される人材育成・

能力開発を導く経営方針、経営戦略はどういったものなのかといったことを、企業調査の実

施・分析にあたっては意識しておく必要があろう。第二は第一の点と結びつくことでもある

が、企業の人材確保の動き全体やその動機、背景と人材育成・能力開発との関連である。経

営方針や経営戦略のもと、あるいは企業がおかれている経営環境のもとで生じている人材ニ

ーズと、この人材ニーズが採用など、人材育成以外の人材確保の方法によりどの程度満たさ

れているか、あるいは満たされうるかといった点が、企業の人材育成・能力開発を左右する

ことは想像に難くなく、実態を把握していく際にはこれらの点を注視することが求められる。

また、人材ニーズを構成する主要な要素として、各企業が求めている職業能力の内容に留意

しておかなければならないだろう。 

念頭に置くべき第三の点は、企業の人材育成・能力開発の取組みそのものについて、より

深く実態を把握することである。中小企業分野の能力開発・キャリア形成を取り上げてきた

既存の調査研究は、一方で企業の人事管理や、労働者の雇用・労働条件、あるいは企業横断

的な労働市場の成り立ちなどを調査・分析の主題としていたため、能力開発・キャリア形成

に関してはさらに調査すべき点をいくつか残してきている。例えば、OJT、off-JT として企

業内で取り組まれる能力開発の具体的内容やプロセス、あるいは OJT と Off-JT の間の棲み

分けに対する考え方や取組み、企業内における取組みと外部の教育訓練・研修機会との連動

といった点である。政策的支援に資する実態把握、分析・検討を進めていく本調査研究プロ

ジェクトの目的を顧みれば、これらの点にも踏み込んで調査研究を重ねていく必要がある。 

第四は、人材育成・能力開発に関する新たな政策と、企業の取組みとの連関である。「日

本版デュアルシステム」や「実践型養成システム」など、既存の調査研究が行われた時期に

は存在しなかった、人材の確保・育成に関する新たな政策が近年本格的に運用されてきてい

る。これらの政策が企業の人材育成・能力開発の取組みのなかでどのような役割を果たしう

るのかという論点は、これからの中小企業の人材育成・能力開発について検討していくうえ

で看過することはできない。 



 －5－

（2） 経営者団体の役割に関する調査研究に向けて 

中小企業分野の人材育成・能力開発に関する経営者団体の役割については、経営者団体の

取組みの背景・要因や、団体の取組みと企業が実施する教育訓練との連動状況が、十分には

明らかにされていないことが、予備的考察の結果、浮かび上がってきた。 

 経営者団体の取組みの背景・要因としては、本報告書の予備的考察において指摘した、経

営者団体で認識している業界・地域を取り巻く労働市場の状況や、団体の活動体制、団体の

活動を主導する人材などが考えられる。今後の調査研究では、まず経営者団体の活動を強く

規定しているのはどのような要因であるかを把握・検討した上で、各団体がより適切な形で

教育訓練・能力開発支援の機能を発揮できるようにするには、それぞれの要因にいかに対応

していくかを考察していく必要がある。また、団体の取組みと企業が実施する教育訓練との

連動については、団体が加盟する企業の教育訓練に対するニーズをどのように吸い上げてい

るか、団体に加盟する企業において、団体が実施する教育訓練がいかなる形で活かされてい

るかといった点に目を配りながら、調査を進めていくことが求められよう。 
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